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研究要旨：われわれは過去、2012 年・2015 年と 2回、全国 211 施設を対象として IgG4

関連硬化性胆管炎（IgG4-SC）の全国調査を行い、2012 年には 43 例、2015 年には 534

例を集積して、日本におけるIgG4-SCの実態を報告した（Clin Gastroenterol Hepatol, 

2017: 15: 920-926）。今回、これらの症例のその後の経過を把握し、加えて新規例を

新たに登録するため、2018 年の全国調査を計画した。 

 

Ａ．研究目的 
われわれは過去、2012 年・2015 年と 2
回、全国 211 施設を対象として IgG4 関連
硬化性胆管炎（IgG4-SC）の全国調査を行
い、2012 年には 43 例、2015 年には 534
例を集積した（Clin Gastroenterol 
Hepatol, 2017: 15: 920-926）。これらの
症例のその後の経過を把握し、加えて新た
に新規例を登録するため、2018 年の全国
調査を計画した。 
 
Ｂ．研究方法 
既報のごとく、PSC および IgG4-SC 全国
調査は、本研究班班員、厚労省難治性疾患
等政策研究事業「難治性の肝・胆道疾患に
関する調査研究」班班員、および日本胆道
学会評議員を対象として、全国の施設に調
査票を送付し、該当症例について記載を依
頼する。 
（倫理面への配慮） 
本研究は「人を対象とする医学系研究に
関する倫理指針」を遵守し、近々帝京大学
倫理委員会の審査を申請する予定である。 
 
Ｃ．研究結果 
Ｄ．考察 
現在調査準備中であり結果は得られて
いない。 
 

Ｅ．結論 
2018 年全国調査を行うことにより、新
規症例も含めさらに多くの症例が集積さ
れ、既登録症例の長期経過を知ることもで
き、我が国における IgG4-SC の実態がさら
に明らかになることが期待される。 
 
Ｆ．研究発表 
 1.  論文発表 
なし 
 2.  学会発表 
なし 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。）  
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 なし 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


